
（記者発表資料）              平成２５年  ５月３１日 

                      公益財団法人 放送文化基金 

 

第３９回「放送文化基金賞」表彰対象について 

 

放送文化基金賞 

 

放送文化基金賞は、過去１年間（平成 24年 4月～25年 3月）の放送の中から

選ばれた、優れたテレビ、ラジオ番組や個人・グループに毎年贈られる開かれ

た伝統ある賞です。３９回目を迎えた今回は、全国の民放、ＮＨＫ、それにプ

ロダクションなどから、全部で２５１件の応募、推薦がありました。４月、５

月の２か月近い厳正な審査の結果、テレビドキュメンタリー、ドラマ、エンタ

ーテインメント、それにラジオの４つの番組部門で、それぞれ本賞、優秀賞、

番組賞に１５本の番組と演技賞や制作賞など個別分野賞５件、さらに個人・グ

ループ部門の放送文化、放送技術５件が決まりました。 

今年の応募番組の傾向としては、＜ドキュメンタリー＞では、震災から２年

経った今、生き残った人々の苦悶や大震災の爪跡をテーマとする番組が多くあ

りました。＜ドラマ＞では、震災や死を乗り越えて、生きることをテーマにし

た番組が多くありました。 

 

受賞番組のうち本賞は、テレビドキュメンタリー番組『ＮＨＫスペシャル メ

ルトダウン File.03  原子炉“冷却”の死角』（ＮＨＫ）、テレビドラマ番組『リ

ーガル・ハイ』（フジテレビジョン、共同テレビジョン）、テレビエンターテイ

ンメント番組『ＮＨＫスペシャル 釜石の“奇跡” いのちを守る特別授業』（Ｎ

ＨＫ）、ラジオ番組『よみがえる話芸 節談説教』（東海ラジオ放送）に贈られ

ます。 

個別分野賞の中では、演技賞が、テレビドラマ番組賞の『最高の離婚』に出

演した瑛太さん、尾野真千子さんにそれぞれ贈られます。 

また、個人・グループ部門では、放送文化で２件の制作グループ・番組プロ

ジェクト、放送技術で３件の開発グループが受賞します。 

  

受賞番組、受賞者には、賞牌・トロフィー、賞金が贈られます。 

賞金は、番組部門 本賞―８０万円､優秀賞―４０万円､番組賞―２０万円、 

番組部門の個別分野賞―１０万円、個人・グループ部門―３０万円です。 

 

 

 

贈呈式 

放送文化基金賞の贈呈式は、平成２５年６月２１日(金) 午後４時３０分から 

千代田放送会館ホール（東京都千代田区紀尾井町）で行われます。 



 

 

 

 

第３９回「放送文化基金賞」表彰対象 

 

１ 番組部門―――――１５番組、５件 

 

（１） テレビドキュメンタリー番組………５番組 

        本賞―１ 優秀賞―１ テレビドキュメンタリー番組賞―３ 

 

（２） テレビドラマ番組……………………４番組 

       本賞―１ 優秀賞―１ テレビドラマ番組賞―２ 

 

（３） テレビエンターテインメント番組……………………３番組 

       本賞―１ 優秀賞―１ テレビエンターテインメント番組賞―１ 

 

（４） ラジオ番組……………………………３番組 

       本賞―１ 優秀賞―１ ラジオ番組賞―１ 

 

（５）個別分野賞………………………………５件 

「演  技  賞」―― ２件 

「脚 本 賞」―― １件 

    「制 作 賞」―― １件 

    「特 別 賞」―― １件 

 

 

 ２ 個人・グループ部門―――――５件 

 

（１）放送文化………２件 

 

（２）放送技術………３件 

 

 

 

                 

お問い合わせ先  放送文化基金（担当 安部、川副） 

                    東京都渋谷区宇田川町 41―1 共同ﾋﾞﾙ５F    

℡(０３)３４６４－３１３１ 

http://www.hbf.or.jp 

 

 

http://www.hbf.or.jp/
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第３９回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― テ レ ビ ド キ ュ メ ン タ リ ー 番 組 ― 

 

本  賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

メルトダウン 

File.03 

原子炉“冷却”の死

角 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25.3.10（日） 

 

 

ＮＨＫ 

 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ  

 

 

演出 

記者  

 

 

制作統括 

   

 

ｷｬｽﾀｰ       

出演 

 

 

鈴木 章雄 

赤上 真 

野々部一成 

谷川 功 

横川 浩士 

花田 英尋 

岡本賢一郎 

高間 大介 

藤川 正浩 

中村 直文 

根元 良弘 

紺野 相龍 

おかやま 

はじめ 

俵木 藤汰 

津村知与支 

 

「人類は原発を制御できるの

か」「安全対策は本当に十分なの

か」。原子力発電所の安全性をめぐ

る社会的な論議が広範に続いてい

る。東京電力福島第一原発の事故

が、なぜどのように起きたのか。

そして、どう事故対応したのか。

事故から２年たったにもかかわら

ず、いまなお謎と課題は残された

ままだ。メルトダウンを防ぐため

の“冷却”。全く型が異なる冷却装

置を使ってメルトダウンへの対応

を行った１号機と２号機。現場で

は２号機への危機感が強かったに

もかかわらず、実際の事故の進展

は１号機の方が危機的だった。３

号機では、冷却装置が止まったあ

との最後の切り札「消防車による

注水」で膨大な量の水が実は別ル

ートに漏れていた。検証を続ける

と、知られざる事実が次々と浮か

び上がった。事故は本当に防げな

かったのか。事故の教訓はどこま

で生かされているのか。巨大な施

設での実証実験や証言に基づく再

現映像、データに基づくＣＧを駆

使して検証する。メルトダウンシ

リーズの第３作。         

放送局として視聴

者の知りたいという

要求に真正面から取

り組んでいる。 

原発事故の真相が

まだほとんど分かっ

ていない、というこ

とを様々な手法によ

る詳細な検証取材で

突いた。 

公共放送としての

役割を果す番組のひ

とつ。 

 

優 秀 賞                                                                                                                                                                                           

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

黒い雨 

～活
い

かされなかった

被爆者調査～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.8.6（土） 

 

 

ＮＨＫ広島放送局 

 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ  

 

取材 

 

  

撮影   

編集 

音響効果 

制作統括 

       

語り 

声の出演 

 

 

 

 

 

松木 秀文 

石濱 陵 

田尻 大湖 

山田 裕規 

松本 成至 

佐々倉 大 

川神 侑二 

小野さおり 

井上 恭介 

藤原 和昭 

伊東 敏恵 

坂口 芳貞 

関  輝雄 

 

 

 

原爆投下直後の広島・長崎で、

大量の放射性物質を含む「黒い雨」

にあった１万人を越える被爆者の

データが、2011年 12月、突然公開

された。データは、放射線の人体

への影響を科学的に明らかにする

ためにアメリカの研究機関ＡＢＣ

Ｃが集め、研究を引き継いだ放射

線影響研究所が保管していた。被

爆者の協力のもと集められた“命

の記録”は、なぜ研究に活かされ

なかったどころか、その存在すら

明らかにされなかったのか。デー

タの存在が明らかになったいま、

黒い雨の影響を解明しようとする

動きが出てきている。データは何

を語るのか。見えない放射線の脅

威に正面から、どう向き合うのか

を問う。 

日米両政府が、

「黒い雨」による被

爆実態のデータを

入手しながら、政治

的判断からそれら

を半世紀余りの長

きにわたって封印

してきた事実を究

明し、残留放射線の

影響など引き続く

被爆の問題を提示

した。 

今、「フクシマ」

の直面している問

題が重なって見え

てくる。 
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テレビドキュメンタリー番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

シリーズ東日本大震

災  

追跡 復興予算１９

兆円 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.9.9（日） 

 

 

ＮＨＫ仙台放送局 

ＮＨＫ盛岡放送局 

 

 

制作統括 

 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ  

 

 

 

記者 

 

 

 

   

映像取材 

 

編集 

 

音響効果 

ﾅﾚｰｼｮﾝ 

ｷｬｽﾀｰ 

高山 仁 

熊田 安伸 

笠間 毅 

小林 竜夫 

石田 望 

池本 端 

太田 哲朗 

戸田 有紀 

鈴木 隆平 

野津原有三 

水上 貴裕 

橋本 剛 

勝山 能行 

橋本 秀一 

中畑 秀一 

金田 一成 

福井 純子 

豊原謙二郎 

鎌田 靖 

「復興は進んでいない。お金は一

体どこに使われているのか…」被

災地から切実な悲鳴が上ってい

た。被災地復興のためにつぎ込ま

れる巨額の“復興予算”。増税を前

提にして予算化された巨費は一体

どのように、どこに流れ、使われ

ているのか。 

取材を通してみえてきたのは、

「本当に資金を必要としていると

ころにカネが流れていない」実態

だった。壊滅的な打撃を受けた医

療機関、失業給付もない困窮する

自営業者などに対する補助金は、

手続きや運用の煩雑さで殆ど利用

できない。 

“巨額復興マネー”の行方を追い、

その実態と全貌を検証した。 

 被災地以外の地域

や事業に復興予算が

濫用されている事実

を綿密な調査で明ら

かにし、それを報道

する調査報道の意義

を示した。 

ＥＴＶ特集  

原田正純 水俣 未来

への遺産 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.11.4（日）  

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

ＮＨＫ熊本放送局 

 

 

制作統括 

 

ｴｸｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

取材 

編集 

音響効果 

映像技術 

照明 

音声 

 

撮影 

語り 

出演 

 

 

 

宮田 興 

岩下 宏之 

吉崎 健 

 

田村 圭香 

相川 哲男 

小野 潤二 

中竹 充 

柏原 正広 

田島 久幸 

田川 雅博 

渡瀬 竜介 

上田 早苗 

原田 正純 

 

 

半世紀にわたって水俣病に向き

合った医師・原田正純さんが、平

成 24年６月、急性骨髄性白血病で

77歳の生涯を閉じた。原田さんは、

熊本大学の大学院生だった時から

水俣病にかかわり、常に現場に足

を運び水俣病患者を診てきた。昭

和 37年には、母親の胎盤は毒物を

通さないとされていた当時の医学

界の常識を覆し「胎児性水俣病」

を証明した。原田さんの最後のイ

ンタビューやＮＨＫが長年記録し

てきた映像を交えて水俣病に向き

合い続けた医師・原田正純さんの

人生と言葉を振り返り、原田さん

が問い続けたもの、私達に遺した

ものを見つめ直した。 

公害の原点といわ

れる水俣病を告発し

続けた医師、原田正

純氏の死去をきっか

けに、改めて水俣病

の歴史を追ったもの

だが、水俣病と向き

合い続けたひとりの

医師の深みある個人

史となっている。 

ＮＨＫスペシャル 

世界初撮影！深海の

超巨大イカ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成 25.1.13（日） 

 

 

ＮＨＫ 

 

 

語り 

 

撮影 

 

潜水艇撮影 

 

音声 

映像技術 

ＣＧ制作 

ＶＦＸ 

編集 

音響効果 

取材 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

制作統括 

 

三宅 民夫 

守本 奈実 

河野 英治 

杉田 達彦 

和田 正志 

図書 博文 

土肥 直隆 

藤野 和也 

本多 冬人 

倉田 裕史 

澤村 宣人 

笈川 陽一 

岡本 浩周 

浜崎 照仁 

小山 靖弘 

佐々木 元 

岩崎 弘倫 

出田 恵三 

菅井 禎亮 

古来より船を沈めると恐れられ

てきた最大 18ｍに及ぶ世界最大の

「ダイオウイカ」。しかし、深海で

生きた姿を見た者は誰もいない。

ＮＨＫと国立科学博物館などの国

際チームが挑戦。透明ドーム型で

340 度の視界をもつ最新鋭の潜水

艇２隻に、ＮＨＫが開発した深海

用超高感度カメラを搭載、水深

1,000ｍの深海に潜航する。ダイオ

ウイカを誘い出すため、科学者た

ちは知恵を絞った数々の作戦を展

開する。10 年の歳月をかけ地道に

調査・準備を進めた末、ついにそ

の姿を捉えた。潜航回数 100 回、

潜航時間 400 時間に及ぶ海洋科学

アドベンチャー番組。 

 知られざる世界に

挑戦し、ダイオウイ

カの初撮影に成功。

遠い未知の世界を目

の前に見せるテレビ

ドキュメンタリーの

原点とも言える番

組。 
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第３９回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

－ テ レ ビ ド ラ マ 番 組 － 

 

本  賞  

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

リーガル・ハイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.4.17（火） 

～6.26（火） 

<全 11回> 
応募は第 1回、9回 

 

フジテレビジョン 

共同テレビジョン 

 

 

脚本 

音楽 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

監督 

 

編成企画 

出演 

古沢 良太 

林 ゆうき 

成河 広明 

稲田 秀樹 

石川 淳一 

城宝 秀則 

加藤 達也 

堺  雅人 

新垣 結衣 

生瀬 勝久 

小池 栄子 

・ 

里見浩太朗

ほか 

 

 

 

 

口と性格が悪いが、なぜか憎め

ない、伝説の敏腕弁護士、古美門

研介（堺雅人）と、社会正義の使

命に燃え、真面目で融通が利かな

い新人弁護士、黛真知子（新垣結

衣）が、市井の人々のために魑魅

魍魎な裁判や争い事に挑む。 

ドラマで描かれるのは、「裁判

で勝つこと、負けることとはどう

いうことか？」ということ。誰も

が知っているようで、誰もが良く

知らない、まさに人生のターニン

グポイントに直面した時に起こる

人間ドラマが舞台となる。 

裁判に勝つためなら、依頼人、

原告、被告、裁判に関わるすべて

の人を翻弄することをいとわず、

「勝った者が正義」という信念の

もとに突き進む主人公。 

法廷というステージで、「闘う

気持ち」、「あきらめない気持ち」

を思い出させる弁護士ドラマ、 

リーガルコメディ。 

 

正義や価値観につ

いて問いかけ、揺さ

ぶりをかけながら、

思いがけない問題を

浮上させて行くアク

ロバティックな展開

で、視る者を最後ま

で惹きつける。 

古沢良太の完成度

の高い脚本と主演の

堺雅人のデフォルメ

した表情とスピード

感溢れるセリフによ

って、特異なキャラ

クターを造形した演

技が新しいドラマの

可能性を感じさせ

る。 

 

優 秀 賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概        要 選 考 理 由       

テレビ６０年記念ド

ラマ 

メイドインジャパン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25.1.26（土） 

～2.9（土） 

<全 3回> 
応募は第 1回 

 

ＮＨＫ 

 

 

作 

音楽 

制作統括 

演出 

出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上由美子 

蓜島 邦明 

高橋 練 

黒崎 博 

唐沢 寿明 

高橋 克実 

吉岡 秀隆 

國村 隼 

大塚 寧々 

マイコ 

酒井 美紀 

刈谷友衣子 

平田 満 

及川 光博 

岸部 一徳 

ほか 

日本の製造業が軒並み危機を

迎える中、巨大電機メーカーが

「余命三か月」の倒産の危機に

追い込まれた。会社の命運を握

るのは「再建チーム」の７人。 

だが彼らの前に、一人の日本

人技術者が立ちはだかる。その

男はかつて、この会社をリスト

ラされ壮絶な過去を経ていた。

男は、己のリチウム電池技術を

武器に、中国の新興企業から世

界市場に勝負を挑む。「技術は

誰のものか」という争いの中、

日中の巨大企業の激突が始ま

る･･･。 

戦後の日本を支えてきた物づ

くりの意義を見つめ直し、逆境

を乗り切ろうとする日本人の姿

から「メイドインジャパン」と

は何かを描いている。 

今の中国経済のエネ

ルギーを視野に入れ、

娯楽作でありながら、

大いに考えさせられ

る、非常にタイムリー

な企業エンターテイン

メントに仕上がってい

る。 

スタッフ、脚本家、

個性的な俳優陣、この

番組に関わった人たち

のドラマへの強い意気

込みを感じさせる。 
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テレビドラマ番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概       要 選 考 理 由       

最高の離婚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25.1.10（木）～

3.21（木） 

<全 11回> 
応募は第 1回、11回 

 

フジテレビジョン 

 

 

脚本 

音楽 

主題歌 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ 

 

 

演出 

 

 

 

出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂元 裕二 

瀬川 英史 

桑田 佳祐 

清水 一幸 

浅野 澄美 

若松 央樹 

宮本理江子 

並木 道子 

加藤 裕将 

宮脇 亮 

瑛太 

尾野真千子 

真木よう子 

綾野 剛 

  ・ 

八千草 薫 

ほか 

一組の夫婦（瑛太、尾野真千

子）の「いつもの痴話喧嘩」か

らドラマは始まる。お互いの性

格、行動を理解できず、常に喧

嘩の毎日･･･ただ、なんとなく別

れるまでには至らなかった。そ

れが、ある日、ある出来事を境

に「離婚届出してきた」と告げ

られる夫。そんな元夫婦で今は

他人の二人。なのに、なぜか二

人はひとつ屋根の下に暮らすハ

メに･･･。一方、幸せそうに見え

るもう一組の夫婦（真木よう子、

綾野剛）には、隠された衝撃の

事実が発覚する･･･。 

何が結婚で、何が離婚なのか、

なんともややこしい迷える二組

の男女が、結婚と離婚の狭間で

成長していくラブ＆ホームコメ

ディ。 

セリフ･言葉を大事

にした脚本が光る。 

主演の瑛太と尾野真

千子の会話のテンポが

心地よく饒舌と思える

セリフが魅力的でさえ

ある。 

若い男女が共に生き

ていくことの意味とそ

の可能性を掘り下げた

内容の深い作品。 

 

連続ドラマＷ  

ヒトリシズカ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.10.21（日） 

～11.25（日） 

<全 6回> 
応募は第 1回、2回 

 

ＷＯＷＯＷ 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

 

監督 

脚本 

音楽 

原作 

出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

高嶋 知美 

荒川 優美 

田中 誠一 

平山  秀幸

青島 武  

安川 午朗 

誉田 哲也 

夏帆  

高橋 一生 

村上 淳 

新井 浩文 

長塚 圭史 

松重 豊 

温水 洋一 

池田 成志 

黒沢あすか 

二階堂 智 

緑 魔子 

岸部 一徳 

   ほか 

 

 

1996 年３月。住宅街のアパー

トで暴力団員が射殺される事件

が発生。地域課の木崎（高橋一

生）が駆けつけると先輩の大村

（村上淳）が既に現場に入って

いた。聞き込みや鑑識の結果か

ら容疑者が絞られ、事件は解決

したかのように思われた。しか

し、被害者の司法解剖を担当し

た法医学者から死因となった銃

創について疑問があると連絡が

入り、木崎は独自に捜査を始め

る。やがて事件の背後にひとり

の少女・静加（夏帆）の影が浮

かび上がる･･･。 

翻弄される警察は真実にたど

り着けるのか？それぞれの事件

の謎と、全体を貫き通す大きな

秘密が交錯する警察ミステリ

ー。 

連続ドラマの特性を

活かしたサスペンス溢

れる作りが高く評価さ

れた。 

誉田哲也の原作をも

とに、平山秀幸監督と

充実したキャストとス

タッフで、見ごたえの

ある作品になった。 
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第３９回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― テレビエンターテインメント 番 組 ― 

 

本 賞                                                                                                                                                                                           

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概        要 選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

釜石の“奇跡” 

いのちを守る特別授

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.9.1（土） 

 

 

ＮＨＫ 

 

 

ｱﾆﾒ制作 

 

語り 

取材 

 

撮影 

 

音声・照明 

ＣＧ制作 

美術 

音響効果 

編集 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

制作統括 

出演 

ﾄﾑｽ･ｴﾝﾀﾃｲﾝ

ﾒﾝﾄ 

武内 陶子 

松本 弥希 

阿部 宗平 

加藤 覚 

俣野 周作 

谷津 肇 

河合 一成 

中川 泰宣 

小野さおり

田島 義則 

福田 和代 

中村 直文 

片田 敏孝 

国分 太一 

今井絵里子 

熊田 聖亜 

ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁﾏﾝ 

つるの剛士 

堀 ちえみ 

本田 望結 
まえだまえだ 

首藤奈知子 

 巨大津波によって多くの命が

奪われた東日本大震災。その中

で、「釜石の奇跡」と呼ばれた子

どもたちがいる。岩手県釜石市釜

石小学校 184人の子どもたち。自

分たちの判断と行動で大津波を

生き延び、さらに多くの周りの大

人たちの命も救っていた。ごく普

通の子どもたちのどこに、そのよ

うな「力」が潜んでいたのか。子

どもたちの証言をもとに、あの日

の行動をアニメーションで再現。

さらに、親世代、子ども世代のゲ

ストとともに、スタジオで「いの

ちを守る特別授業」を開催。講師

は、釜石市の防災・危機管理アド

バイザーとして震災前から釜石

の子どもたちに「いのちを守るた

めに大切な３つのこと――想定

にとらわれるな、最善をつくせ、

真っ先に逃げろ」を繰り返し教え

てきた群馬大学の片田敏孝教授。

釜石の子どもたちの姿を通して、

命を守るために大事な事は何か

を学ぶ、防災エンターテインメン

ト。 

 東日本大震災を生

き延びた子どもたち

から得た教訓を、アニ

メーションでの再現

や当事者の証言、スタ

ジオでの授業を通し

て丁寧に伝え、肩ひじ

張らずに親子、家族で

学べる番組。 

震災時に子どもた

ちがいた場所を示す

地図の情報量にも説

得力があり、防災の日

の放送にふさわしい

内容だった。 

                                                                                                                                                                                     

 

優 秀 賞  

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概        要 選 考 理 由       

あの名曲を方言で熱

唱！ 

新春全日本なまりう

たトーナメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25.1.1（火） 
 

 

テレビ朝日 

 

 

ｾﾞﾈﾗﾙﾌﾟﾛﾃﾞ

ｭｰｻｰ 

構成 

演出 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

出演 
 

奥田 創史 

 

中野 俊成 

大沢 解都 

佐藤 尚子 

須藤 勝 

三浦 雅登 

石 武士 

桂 文枝 

堂 真理子 

瀬川 瑛子 

伊集院 光 

東 貴博 

クリス松村 

小森 純 

誰もが知る日本の名曲を、出場

者が自ら方言に訳し、「なまりう

た」として熱唱する大会。日本各

地方 12 県の代表者が４つのブロ

ックに分かれて予選を行い、各ブ

ロックの勝者４名が決勝に進出。

予選とは別の曲で優勝を争う。審

査員は東京近郊出身の芸能人５

名で、歌唱力だけでなく、どれだ

け方言を使いこなしているかに

も重点をおいて審査する。優勝者

は、津軽弁で「プレイバック

part2」を歌った青森県代表の３

児の母。「真っ赤なポルシェ」を

「たげあげポルセ」、「プレイバ

ック！」を「もどりへ！」と熱唱

し、第１回なまりうたトーナメン

トの王者に輝いた。 

地方に住む出演者

が名曲の歌詞を自ら

方言に訳すという着

想が素晴らしい。高い

歌唱力で方言を真正

面に押し出して熱唱

される各々の「なまり

うた」からは、方言の

持つ温かさや力強さ、

思わず吹き出してし

まうような面白さ、そ

して地域の誇りを感

じる。これまでにない

独自性をもつ視聴者

参加型の音楽番組と

しても楽しめる。 
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テレビエンターテインメント番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概        要   選 考 理 由       

西米良ご長寿御一行

様 

平成のお江戸見物ツ

アー 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.12.24 

 

 

宮崎放送 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ｶﾒﾗﾏﾝ 

音声 

ﾅﾚｰｼｮﾝ 

出演 

紫安 伸一 

平沼 邦子 

坂元 伸一 

濱田 紘仁 

山本 義一 

田上 秀作 

キートン山田 

國吉 畩敏 

國吉 治子 

椎葉 袈雄 

椎葉ハナエ 

中武 麿 

清家 清明 

清家ケサ子 

 

宮崎市内から車で２時間、人口

およそ 1200 人の西米良（にしめ

ら）村は、現在 65 歳以上の比率

が人口の 41％という超高齢化の

村。しかし、ここで暮らすお年寄

りたちは「生涯現役元気村」のキ

ャッチフレーズのもと元気いっ

ぱいに暮らしている。番組は、西

米良村が主催する、75歳以上のお

年寄りを対象とした２泊３日の

東京旅行ツアーに密着。ツアーに

は 71 人が参加し、箱根や皇居、

靖国神社、横浜中華街などを見

学。東京旅行が初めての参加者も

いて、西米良と東京のギャップに

驚きの連続。涙と笑いの旅ドキュ

メント。 

 平均年齢 79 歳の

長寿者たちの東京

見物に密着しなが

ら、参加者の人間ド

ラマや村の歴史を

絡めて、エンターテ

インメント番組と

して巧みに構成さ

れている。西米良の

お年寄りたちの旅

行を楽しむ姿から、

高齢化社会をどう

生きるのかという

ヒントも貰える。 
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第３９回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― ラ ジ オ 番 組 ― 

 

本 賞                                                                                                                                                                                           

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概      要    選 考 理 由       

よみがえる話芸 

節談説教 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成 24.5.27（日）   

 

 

東海ラジオ放送 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

構成 

ﾐｷｻｰ 

出演 

 

 

秋田 和典 

北  敏明 

松波 宏治 

高橋真裕美 

杉浦 実 

神田 京子 

関山 和夫 

祖父江佳乃 

落語や講談など日本の話芸の

源流といわれる「節談
ふしだん

説教」。僧

侶が仏教の教えをわかりやすく

説くために言葉に節（抑揚）をつ

け、「節が話になり話が節にな

る」語りで聴衆をひきつけた。江

戸時代から昭和初期まで盛んで、

1970 年代には小沢昭一氏や永六

輔氏らが名古屋の浄土真宗の僧

侶・祖父江省念氏の節談説教に注

目して一時的に静かなブームを

呼ぶ。しかし徐々に衰退し、現在、

説教師の数は 10名ほどに。 

番組は講談師の神田京子さん

が進行役をつとめる。昭和の名人

と謳われた祖父江氏の高座を存

分に聞かせつつ、話芸研究家・関

山和夫さんへのインタビューや、

近年、節談説教の後継者として活

動を始めた祖父江氏の孫・佳乃さ

んに、祖父の逸話や自身の節談説

教への取り組みを聞くことで、節

談説教の歴史と実像、魅力に迫

る。 

講談師が伝統芸能を

語ることで説得力があ

り、アーカイブスの音

源を利用した点も、ラ

ジオ文化の継承や地域

の芸能を生かしていく

ことにつながる。 

ラジオの良さを生か

した、上質な教養、娯

楽番組になっている。 

 

 

優 秀 賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概      要    選 考 理 由       

日曜スペシャル 

調律師という芸術家 

最高の音楽を作る究

極のピアノ調律 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.12.9（日）  

 

 

朝日放送 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ｷｬｽﾀｰ 

ｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾐｷｻｰ 

出演 

道勇 嘉彦 

鈴木 崇司 

堀江 政生 

加藤 緑里 

山辺 明 

菊池 和明 

岡原 慎也 

大田美佐子 

 

 ピアノなどの鍵盤楽器に必要

不可欠な調律の仕事。世界的な

ピアニスト達が信頼する調律

師・菊池和明氏に密着。調律の

基本から、今のピアノより鍵盤

が少ない 200 年前のピアノの調

律、さらにプロのピアニスト・

岡原慎也氏が目指す音楽に応え

るための“究極の調律”までを、

音の変化で伝える。 

 特に室内楽ホールでの“究極

の調律”の場面では、調律師と

ピアニストがピアノの音だけで

なく、ホール全体に響く音もコ

ントロールしていることがわか

る、高音質の録音に成功した。 

 インターネットサイ

マルラジオ“radiko”が

導入された今、ＡＭ局が

高音質を追求して制作

した番組。 

 目に見えない調律と

いう音の世界をスタジ

オで解説するなど、わか

りやすく伝えようとす

る工夫がある。 

ラジオならではの教

養番組の新たな可能性

を示した。 
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ラジオ番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 概      要    選 考 理 由       

凍えた部屋 

～姉妹の“孤立死”

が問うもの～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24.5.26（土）  

 

 

北海道放送 

 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

構成・取材 

･ﾘﾎﾟｰﾄ 

構成・取材 

取材 

編集・効果 

ﾅﾚｰｼｮﾝ 

朗読 

花里 康生 

岩下 恵子 

 

山﨑 裕侍 

磯貝 拓 

西岡 俊明 

赤城 敏正 

渡辺 陽子 

加藤 雅章 

佐藤 彩 

平成 24年１月中旬、札幌市白

石区のマンションで姉妹の遺体

が見つかった。姉の佐野湖末枝

さん（当時 42歳）と妹の恵さん

（当時 40歳）。姉は死後１か月、

妹は１～２週間が経過してい

た。姉は病死、知的障害のある

妹は凍死だった。 

幼くして両親を亡くした姉

妹。姉は区役所に生活保護の相

談を３回もしていたが受け入れ

られず、役所側はその対応に落

ち度はなかったと主張する。相

談記録や担当職員の証言、友人

や親類のインタビューを通し

て、全国の一連の孤立死事件の

発端となった姉妹の死が本当に

「孤立」した死なのか、社会に

問いかける。 

 事実、記録、証言をひ

とつひとつ積み上げて、

現代の社会問題に正面

から取り組んでいる。 

 若い記者による取材

からは、事件の背景を追

い求めるひたむきさが

感じられる。 
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                第３９回放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」－ 個 別 分 野  － 

 

演 技 賞 

受 賞 者 対 象 番 組 選 考 理 由 等 

瑛
えい

 太
た

 

 

最高の離婚 

（フジテレビジョン） 
 

 

テレビドラマ番組 

神経質で自己中心的で饒舌なオタク男の役作り

の完成度が非常に高く、カリカチュアの要素も入

れながら、膨大な台詞量のダメ男をリアルに演じ

てみせた。性格俳優としてもこれからの活躍が期

待される。 

 

演 技 賞 

尾野
お の

 真千子
ま ち こ

 

 

最高の離婚 

（フジテレビジョン） 
 

 

テレビドラマ番組 

神経質な夫とは対照的な、大雑把でずぼらな性

格の若い妻を極めて自然かつ痛快に演じ、シリオ

コミック（真剣でかつ滑稽）な役をリアルに造形

してみせた。どんな役を演じても「はまり役」と

思わせる、その人物造形の巧みさに大きな才能が

感じられる。 

 

脚 本 賞 

古沢
こ さ わ

 良太
りょうた

 

 

リーガル･ハイ 

フジテレビジョン 

共同テレビジョン 
 

テレビドラマ番組 

会話の妙、テンポ、主題などが脚本の力で的確

に視る者の胸に食い入る。「リーガル・ハイ」が本

賞に決したのは脚本の力が大きい。 

 

制 作 賞 

秋田
あ き た

 和典
かずのり

 

 

よみがえる話芸 

節談説教 

（東海ラジオ放送） 
 

ラジオ番組 

 

日本の話芸のルーツといわれる「節談説教」の

魅力を、わかりやすくテンポよく聞かせ、ラジオ

の良さを生かし、言葉の力、話す力を充分に伝え

ている。放送局に残る番組アーカイブスもうまく

利用している。 

 

特 別 賞 

原田
は ら だ

 正純
まさずみ

 

ＥＴＶ特集 

原田正純 水俣  

未来への遺産 

ＮＨＫ福岡放送局 

ＮＨＫ熊本放送局 
 

ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組 

半世紀にわたって水俣病に向き合い、去年、亡

くなるまで現場に足を運び、患者の人たちの一番

の相談相手であり続けた。公害の原点に立ち、未

来に向けた貴重なメッセージを残した。 
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第３９回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 

－ 放 送 文 化 ― 

 

 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由 

ＮＨＫ「宇宙の渚」 

制作グループ 

貴重な映像で地

球と宇宙の繋が

りを描き出し、新

たな地球観・宇宙

観を視聴者に提

示した 

新開発の宇宙用超高感度ハイビジョンカメラを国際宇宙ステー

ションに持ち込み、高度数十～数百㎞の「宇宙の渚」で繰り広げら

れるオーロラ、スプライト（雷雲上空の閃光現象）などの鮮明な映

像を世界で初めて撮影。ＮＨＫスペシャル『宇宙の渚（全３集）』

（2012 年４月～５月）を初めとする番組でこれらの映像を放送し

た。数々の貴重な映像から、地球と宇宙の知られざる濃密な繋がり

を描き出し、新たな地球観・宇宙観を視聴者に提示し、テレビの可

能性を広げる番組となった。 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

ＮＨＫ 東日本大震災 

証言プロジェクト 

東日本大震災に

遭遇した人々の

証言を記録、放

送・WEB・書籍

等、幅広く視聴・

検索可能な形態

で公開した 

東日本大震災に遭遇した人々にその体験を証言してもらい、『あ

の日わたしは』『証言記録 東日本大震災』などの放送番組として放

送するとともに、ＷＥＢサイト「東日本大震災アーカイブス」を構

築。証言・ニュース映像などを動画コンテンツとして地図や関連記

事とともにサイト上に掲載し、多様な見方ができるよう工夫してい

る。学校での授業や地域の防災教室での利用等、減災に向けた取り

組みにも活用され、防災を学ぶための専用ページも開設。新たな広

がりをもつ記録ジャーナリズムの進むべき道を示している。 
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第３９回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 

－ 放 送 技 術 ― 

 

受 賞 者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

位相調光制御対応

LED 駆動装置開発グ

ループ 

 

代表 小寺 勝馬 

 

（日本テレビ放送網） 

位相調光制御対応

LED 駆動装置の開

発およびフラッドラ

イトの実用化   

スタジオでは、大きな電力を使用する照明装置の省電

力化（ＬＥＤ化）が課題となっている。これまで、ＬＥ

Ｄ照明器具を導入する際は、新たに電源線や信号線の布

線工事など設備の追加が必要となり、経費の負担が発生

していた。そこで、こうした設備の追加を行なわず、従

来のスタジオで使用している位相調光制御の調光器を使

用することで、直接ＬＥＤ照明を電球照明のように調光

させる駆動装置を開発した。また、この装置を内蔵した

フラッドライトを実用化した。 

 

 

 

受 賞 者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

SD カードスクラン

ブラー開発グループ 

 

代表 保谷 和宏 

 

（フジテレビジョン） 

SD カードスクラン

ブラーの開発 

 

近年、民生ビデオカメラの性能向上は著しく、取材や

記録を行なう放送業務にも使用されている。しかし、記

録メディアや符号化方式が一般的に普及したものを採用

しており、記録内容へのアクセスが容易なため、メディ

アを紛失・第三者に拾得された場合、インターネットを

利用して情報が簡単に拡散してしまうなど情報管理上の

リスクは大きい。このため、民生カメラの記録内容を秘

匿する手法と装置の開発を行ない、放送業務用に使用で

きるよう適合させた。 

 

 

 

受 賞 者 業  績 業 績 内 容 ・ 選 考 理 由   

ツインズカム開発グ

ループ 

 

代表 沢田 智 

 

（ＮＨＫ） 

ツインズカムの開発 

 

「ツインズカム」は、2008年からＮＨＫが開発を進め

てきた「水上と水中を連続した画像として、一枚の映像

を見せることができるカメラ」である。この映像効果を

オリンピックに使用したいというＯＢＳ（オリンピック

放送制作機構）からの要請を受け、合成面の可動効果、

合成精度の向上などの新機能を追加し、小型化した実用

機を開発して、2012年、ロンドンオリンピックでのシン

クロナイズドスイミングの生中継で、これまでにない映

像効果を世界に提供し好評を得た。 

 

 


